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金属材料技術研究所

超強力合金の強度の向上を目指して
加工熱処理により靱性と加工性の改善

　航空機，ロケットなどの高速飛翔体やウラン濃

縮遠心分離機，エネルギー貯蔵用フライホイール

などの超高速回転体には，軽くて強く，しかも曲

りにくい一性質をもつ材料が必要である。これらの

性質は比強度（強度／比重）と比弾性（ヤング率

／比重）と呼ばれる。比弾性は含金の種類にかか

わつなくほとんど一定なので，これらの用途にお

いて合金の性能を決めるのは比強度である。また，

合金の比重はべ一ス金属の種類によってほぽ決ま

り，比重の調整によって比強度を制御できる余地

は少なく，比強度を高めることは強度を高めるこ

とと同じである。

　このように，高強度化は構造用材料の最大の課

題の一つである。鉄鋼材料の場合をみてみると軟

鋼（引張り強さ40㎏f／㎜2，以下40キロと略す）

高張力鋼（50～1OOキロ），強力鋼（90～130キロ），

超強力鋼（130キロ以上）と着実に強度は高めら

れてきた。

　軟鋼から高張力鋼に至る高強度化は，材料の肉

厚を薄くできるなど経済性の向上が主な目的であ

った。それに対して，強力鋼，超強力鋼は高い比

強度を必要とする用途に用いられる材料である。

そのような分野では低強度鋼を用いて寸法を大き

くするなど「問に合わせ」はきかない。そこでは，

高強度化の目的は機械・構造物の高性能化である。

　超強力合金は航空機をはじめ先端技術分野で用

いられるので，高度の信頼性が要求される。しか

し，超強力合金では高強度化と信頼性の向上は基

本的に相反する技術課題である。それは強度の上

昇に伴い靱性が急激に低下する材料だからである。

しかも，材料強度が高くなるほど，その強度を設

計に生かすには靱性を増加させる必要がある。し

かし，現実には高強度化に伴い靱性は低下するの

で，材料靱性の方が必要靱1生を下回りはじめる限

界の強度が必ず現れる。

　それゆえ，超強力合金の高強度化は単に強度を

高めるばかりでなく，靱性の低下を極力抑える配

慮が重要となる。そのような強靱化を合金元素の

調整のみで達成するのは困難であり，材料の再結

晶，変態，析出を制御するため，高温で注意深い

塑性加工を行う加工熱処理を利用し，材料の潜在

能力を充分発揮して強靱化する方法がとられてい

る。加工熱処理は均質かつ微細な組織に調整でき

る点に特徴があり，超強力合金のような一種の極

限状態にある材料の高性能化に効果的である竈

　当研究所は従来マルエージ鋼に加工熱処理を適

用して高強度化を図ってきた。最近，航空機用材

料を目標として強カチタン合金の研究に着手した。

チタン合金は加工性に難点があるので，この加工

熱処理を強靱1生の向上だけではなく，加工性改善

の前処理として利用する立場から研究を進めてい

る。
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新しい加工熱処理法を開発
一マルエージ鋼の最高強度を430kgf／㎜2に引き上げる一

　マルエージ鋼は現用の趨強力鋼中で，最も強度

が高く靱性が優れた鋼である。炭素を含まないで，

多量のNi，Co，Mo，Tiを含有し，マルテンサイ

ト組織から金属問化含物を微細に時効析出させて

強化した鋼である。現在，組成を微調整して強度

を変えた一連の18Ni系鋼が主として用いられてお

り，最高強度240㎏f／㎜2の鋼種まで実用化されて

いる。

　当研究所は更に高強度の鋼種の開発を目指して，

その含金の設計指針を確立するため，強靱性と金

属学的因子との関係を検討した。その結果，現用

18Ni系鋼の延長上にある組成では靱性の低下が著

しく，高強度化が技術的に難かしいことがわかっ

た。一方，INCOが提案した高Mo系組成では，従

来の溶体化処理では析出物が必ず残留し，粗大析

出物のない状態で微綱な結晶粒をもつ組織に調整

しえないという結論に逮した。この糊大析出物の

ない細粒組織は強靱性向上のために必須の組織で

あり，また結晶粒の大きさは高強度化に応じて微

細化しなければならないことが剛寺に解明された。

　そこで，そのような組織に調整するため，次の

ような加工熱処理法（TMT）を考案した。まず，

越

爽

｛

溶体化処脳1250℃）

新！い肌熱処理甲

1時効（500℃〕

　　　　　　→1時　11詞

「新しい力11］二熱処理十冷1鋤11二［1＋1踏効」処理の模武図

　　　　　　　　　　　　　蒙　マルエージ鋼の商強度化の雛移

1100℃以上の商温で溶体化処理を行い，析出物を

完全に固溶化した後，その溢度からの冷却過程で

熱間加工を加えて綱粒にし，直ちに焼入れる。こ

の処理によって，靱性を改善できることを明らか

にした。その後，時効によって高強度とする。こ

の時効では強度レベルを変えることはできるが，

靱性を高めることはできない。このように加工熱

処理の有効性を明らかにしたことが一つのポイン

トである。

　これらの結果に基づき，マルエージ鋼の極限強

度に挑戦したが，その経緯を表に示す。13Ni－15

Co一工0Mo鋼に加工熱処理を適用すると，300㎏f

／㎜2程度の強度が得られた。更に強度を高めるに

は，Mo量を増加させる必要があった。一方，Mo

量が多くなると加工熱処理中の加工によって脊審

な粗大析出物の形成が促進される。この欠点を改

善するため，加工によって析幽が最も促進される

1㏄0～900℃溢度区間の加工を中断することを骨

子とする特殊加工熱処理法（STMT）を闘発した。

同時に，Mo化合物の析出を抑えるため，Mo量を

下げTiを少量添加した組成として，360㎏f／㎜2

の強度を得た。さらに，図に示すような特殊加工

熱処理後，80％以上の冷間加工を加える処理によ

り，最高430㎏f／㎜m2の弓1張強さを得ることに成

功した。

　この強度は鉄の理論強度の約％に棚当し，他の

金属に比べて高い血靱性が伴わなければ強度は商

められないので，商強度が達成されたことは一定

の靱性の裏付けがあることを意味しよう。しかし、

その強度を設計に生かして構造材料として使用す

るには靱性が充分とはいえない。そのため，当研

究所は切欠靱性，環境強度，溶接性と強度との関

係についてのデータを蓄積し，実用しうる隈界強

度の向上を目指して研究を進めている。

年　　千℃　　　　　　　1968牟F →1982隼

引張強さ
（尖g麦／m而2）

時効前処理
縦　　　　成

240　　　　　260　　　　　　　　　　　　300 340　　　360 430
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　溶体化処理

　18Ni系
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スポットニュ’ス

熱発電素手用p型FeSi。
の開発一電流出カ型へ

一歩前進一

　FeSi2熱発篭素子は温度の変化
に対する熱起電力の変化〔一熱電

率〕が大きく，耐熱・耐酸化性に

優れている。それゆえ、電カ消薮

最の少ないデバイス用小電源とし

てばかりでなく，高概大気中で使

用できるセンサーとして笑用化さ

れつつある。しかしながら，これ

までP型熱発電繁子は熱電率が大
きいという長所を示す反面，内部

抵抗が大きいという欠点があるた

め大きな電流を取り出せなかった。

　したがって、内音1三紙抗が小さく、

かつ熱電碓が大きいP型熱発電繁

子の開発は，ガス・石油媛房辮の

ファンモータ用電源など民生用機

器への用途に飛耀的な拡大が期待

されるなど広範囲実用化の重要課

題となっている。

　当研究所では，FeS12にMnと
Alを二重添か1することによって，

熱篭率を劣化させることなく，低

抵抗のP型材料を闘発することに
成功している。例えば，1．67at％

Mnと1．OOat％Alを添力糺た素子

では，温度差800Kのとき，闘放

端電圧が0，215Vとなり，1立方
センチメートル当たりの最大出力

は0．85Wと従来の素予の至．4倍に

なっている。

　　　　　　（機能材料研究馴

高温圧力容器用鋼の

水素侵食の研究

　高温高圧の水素を使馬する珊油

精製、アンモニア合成，石炭液化

などの装滋では水素侵食がおこる

ため圧力容器の材料選定が闇題で

ある。水素侵食は鋼判こ侵入した

水素が鋼申の炭化物と反応してメ

タンガスを生成させる現象である

が，不明確な．点が多い。そして水

素侵食によって圧力容器の強度，

延性及ぴ靱1彗1が低下し，長時閥の

使用申に破壌事赦が起こることも

ある喧そのため，水素侵食につい

て不明確な点の解明，圧力答播の

安全性確保，さらに，より過酪な

使用条件に耐える材料の鰯発が望

まれている。

　当研究所では，商溢．脇圧水繁処

理装糧を作成し，これらの閥魍につ

いて研究を開始した。本装置は防

爆室内に設滋され，その主要部は

内径50㎜の円筒状圧力容器であり，

容雛内に封入した商温商圧（鍛高

600℃，300kgf／㎝2）の水索申で蓄式

験片に水素侵食現象を生じさせる

ことができる。　（エネルギー機

総材料研究グループ）

スラグ中の硫賛定量

分析の迅速化

　製鋼プロセス研究における反応

を解析するには溶鉄及ぴスラグの

性質を把握する必要がある凸それ

らの化学成分としての硫黄の定競

は璽要であリ，特にスラグ申の硫

黄の定競に関しては，従来，湿武

分析法（硫酸バリウム璽鐙法）が

用いられてきた。この方法は分析

者の熟練を要し，また煩雑な操作

で長縛間を必要とする。

　当研究所では，操作が簡便で精

度の禽い分析法である燃焼一赤外

線吸収法を，難燃性であるスラグ

に適用することを試みた。そして

最適な助燃剤等分析議条件の詳細

な検討を行った緒果，糟度，感度，

迅速惟に優れた方法を確立した。

転炉スラグ，禽ニオブスラグ等の

臼常作業分析に遜用している。

　　　　　　（金属化学研究部）

硫化鉱の鉱床の生因，

溶解性などの推定に

熱電率測定を活用

　近年，多種類の金属の棚互分離

や製晶純度に対する要求がきびし

くなるとともに湿式製鎌の璽要1萱1

が認識されてきた。この湿武製錬

は原料粉の溶燦工程や沈澱による

分離の工椴を含むが、これらは錐

本自勺に懸濁系の不均一系反応に属

する。これに関し基礎自勺な面で鍛

も解明が遅れているのは，粒子の

物健と反応との灘係である。この

原困は，粒子そのものの物1生の遮

当な擦1淀法がなかったからである。

　当研究所では，物惟として起電

力狽■淀のみで得られる熱電率を取

り上げて概々の硫化鉱粉体試料の

測定を誠み，n型半導体方鉛鉱は
粒子径の減少とともにP理1に変わ

ることなどを明らかにした。

　このように粉体の物性測定が可

能になったことにより，各鉱山，

各切羽の鉱石の物惟の変化と鉱床

の生成条件，物性と浮避特性，沈

澱生成物の物性のコントロールな

ど，当初予想しなかった広い閥連

分野にインパクトを与えている。

　　　　　　　　（製鍬研究部）

リチウム資源確保に

一歩前進

　犬然りチウム（Li）1例こ約7．4％

含まれている6Li（質鐙数6のL1）

は核融合煩の燃料として重要一であ

る。L1資源を保有するのは核大鰯

であるので，これらの匡1から輸入

されるLi中には戦■，洛自勺に窺要な、

6Liが2％という少ない値に滅っ
ている場含がある。このようなも

のは核鰍含炉以外の一般自勺な用途

にしカ・佼禰できないので凶繭のL’

資漉の確傑が将来必要になる。

　海水中で金属A包の表繭にできる

腐食生成物によると，海水に微鐙

（約O．2mg／£）含まれている天然Li

を．笈繭積1m2当たリ鍛大約O．5mg

棚出できる。この腐食生成物を薄

い酸で処理するとLiが榊川11され，

残った腐食生成物は芋歯出斉■」として

繰返し使用できる。州の腐食生成

物を輯倣用する場含には手舳仮応

が非常に連く，海水の温度が低く

てもあまリ間魑にはならない。

　さらに，Li漉度カ｛海水よりも商

い地熱水などからLiを棚出する研

究も進めている。

　　　　　　（金属化学研究部）
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Mo．」二にマグネトロンスパッタ被捜したTiC字の内部応力
各地に暴露した鉄鏑の’火負モ腐食について

Cr－Mo－V鋳鏑の長時1瞳1クリープ破断強度及び破廠延性の’翅己要1濁

搬近の熱電材料と熱発施繁・了・の製造滋

複雑な形状をもつMoユ葎繍■1葦，の製遊

TiCを被徽したMoの弓1獲挙重カ
2次亨廿韮紙黒磁・によ■）製遺し」たMo．撃紙毘の低淑変形

余」葎；身董繭…のf」竈ヰ斤と考斤饅の糞央力生詳

プラズマ倣ガスによる趨微粒子の製遼
雌射」下クー」一ブについて

寸氏Z材料表面被捜に関逃して

アルミニウム溶湯へのアルミナ粉釆の分散
一賓鵜法による損劃系含金の粒ニア・分赦鋳造材の製造

i善毒砧．踊材料のクー1一プ破壊機繊と余寿命利蝸

Ni糊1・1［熱含金の磯1潴摘す食性淘簸処理1

0rヨentation　and　Hi富tory　Dependenoe　of　Cyc’ヨo　Deformatヨon　in　Al－Cu

Single　Cry昌t固1s　Cont…ユiningθ’Precip壮at哩

ZAFプログラムの8ビット・パソコンヘの桝直と金属分析への応用
エアロゾルサイクロンによる鉄舅岡の腹接ICP発光分光分析
CaNiヨHx（x＝0一王．2）の吸蔵樹ヨ繊の熱カ学的解析

低Ti個■」Ti－Al－V三元系状態図

金属間化含物？iA1の検鍍試料に観察されるマイクロ・クラック
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挙・協会名 発薮期目 発　　　嚢　　　魑　　　目 撞娑研究都

目本金麟掌会 10．4～6 4．Vを添加したTiA1化念物の機械的性質 物　　　理
5．ヰ1」1変態理．論の醐’帥資域拡張｛に関する2，3の考察 〃

6．ヘテロ接倫における拡赦壕色象の蕎寺獅：機爽1験 〃

7．Tiを禽む18N1マルエrジ垂1蝿の1時効析出 〃

8．Fe／刺酬繭／A1呈0ヨ榊面iの織I1青1偽二子一の整含徽と織倫狐：態 〃

9．Fe／Fe0／A1宜0ヨ界τ面五の税蛾観察 ’’

1O．スパッタTi／Ni2臓薄目藁のAr＋イオン蝦射による三キシンク’’ 〃

：亘1．スパッタTi／Nヨ薄ヨ襲の電顕内力11熱によるポイドの形成 〃

12．水索貯蔵余金F哩Ti1．1’0｛〕、o1茗の水索ガス11・I不純物による被一海 機　　　能
13．TiNiのへりカル＝］イルの疲労 〃

14．Moの鋲徽紙；’高粒成剣こついて 〃

三5．βTiヰlllを禽夜するFe一？i系倫金の水素化過利1 〃

ユ6．NiTiスパッター薄膜とガ’ラス推微との弊i耐J災瘡 〃

王7．FeTiスパッター漱膜の水誰■汲収の熱プ〕労：的劣’察 〃

互8．念、冷凝1逓したAl－Pb含金の機械向勺徽質について 〃

19．金属趨微紋予の焼緒遇看I｛ 〃

20．Fe－Ni－Cマルテンサイトの低漉におけるlli曲比災’絡 ’’

21．等淋マルテンサイト変態における斜軸機機 ’’

22．　「榊…1≡水素」一漆融金椛」淡における金腿趨微粒一’r発妓幽変にノ吏ぼす桝蝸知一≡ 〃

プJの1沸苧

23．I　CP発’沈分析淡によるニオブ禽オ】’銑鋏11＝Iのマンガン，ニオブ，一」ン，イオ 化　　　学
ウの定11±

24．水素化物搬k原二戸■吸光渕こよる1鮒熱含金1・トの微二i1±As，B1の定＝ヨll二 〃

25．一方庁1j凝1茜1Ni狼■肘室央含金TMD－5の1淵発 エネルギー
26．モリブデン…部分安定化ジルコニア焼総材のl1自1質 力11　　二’1l

27．新巧■l1擾1換幻恢、力徽材の緬1」’食一固1．1平佃菱の検蕎寸 腐　　　食
28．ガスタービン∫胃Y・A，複余被紋燭の商泓鮒食1刊… ’’

29．ステンレス鋼爽i萌iのTiCコーティング1膜の密満11‘l1 〃

30．趨；1茗災突■下での金燭／アルミナ搬会界i獅の観察 〃

31．i商概水［l1における鋭敏化304ステンレス垂蝿のSCCと炎1繭皮膿の’1’11狐との閥逃 〃

について 〃

32．N，B添力齪18－8ステンレス垂1瑚炎1廊．ヒヘ析舳させた窒化ポロン皮1膜の均一」」判1 〃

33．Ti添力11改奥316ステンレス鍋のクり一プ特性に及ぽすHe湧三入の効一災 原　乎・痔’i

34．プロトン照射による低スウエりングFe－Ni－Cr系才一又テナィト念金の研究 〃

35．Ti添力1倣奥3三6ステンレス鋼のプロトン螂射によるボイドスウエリング 〃

36．Mo及ぴ三ncone1含金皿」二に活性化マグネトロンスパッタ被淑したSiOxの’1咋質 ’’

37．焼緒モリブデンのi義王サイクル疲労に及ぽす平均応力と1州長予ひずみの効一梁 ’’

38．モりブテ’一ンの疲労1狼に及ぼす含金化と熱処壇1吻効・梁 〃

39．トーシ目ン式ク1」一プ葦式験装i置圭による316ステンレス缶蝿の16MeVプロトン到竈 〃

項ザiζクー」一プ炎験

40．液体リチウムl1］におけるAlloy600，Alloy800の腐食 ’’

41．Mo熱延板の一単繊熱化に及ぽす炎弼予処理里の効果 〃

42．マグネトロンスパッタ法によりTixCl＿x皮拠を級概したMoのり1帳微仰 〃

43．2次・『導繍1熱淡により製造された＜nO）l1鴫を祢するMoji1鮒1鮎の狐詰，u波壊 ’’

44．Mo」二にマグネトロンスパッタ被滋された炭談巡乗1」？ixC亘＿x皮ヨ巽の特’1判1と撚遺 〃

45．Fe－C－X倫余のオーステナイト紋絆への辛刀析フェライトの核fk成逃度に丈｛・する 倣　　　力
Xのi稲析の効榮

46．Al－Cu含余の搬労拳鋤に及ぽす繰返し政荷繊艇の；影榊 ’’

47．割三分艦余撤二二r一を禽IむALCu念金の搬労翰例三とヒ又テリシスループの燃析 〃

48．純Niの水楽脆化 〃

49．　走窒；壷ツ］マノレニエージ至開0つ1jく諸…；ケースlIIj埜オし1披土裏‘こノ吏，雲一訂工近琳i秦三f牛ノ史ひ一Ni芋皮字虹0） ’’

一1■・‘馴■与

50．勉強カマルエージ鍋のNi及ぴCu被級による水素カ’ス刺脆化頂カ髪現象 〃

5i．冷1越1胞経したF哩・Ni・Cr・Tiオーステナイト倫金の1時効級総と概低柵における 駆　低　漁
機械自勺憎1㌘王

52．低漉用チタン念命（Ti・5Al・2．5SnEL至〕の楓低泓における搬労特性 〃

53．低む。湘チタン余金（Ti－5AL2．5SnELl〕の棚氏詰．1下での機械的特’1三11 〃

54．合金系超斑導材料・の擦；磁弊特性の改欝とピニング拳鋤 〃

55．V！（Hf，Zr）ラーベスj…■噸細多芯線の超⑳淳特個1 〃

56．T1添力11Sn含金を月ヨいた複含力口］1二NbヨSn超斑導繊材 〃

57．In　Situ　V茗Ga趨施導線材の援尺化の研突（第2轍） 〃

58．チタン含金の極…慨漉における破圭裏靱桃の熱処理｛こよる改涛 ’’

日本鉄鋼協会 王0．4－6 王．バーナーリグによるNヨ火1面；」’熱倫金のi善幻上且腐食 エネルキ」
2．Nヨ’よ1面寸秦央表寿造宅午金o〕涜芒醐別未ユ、奔典斗産オL 〃

3．γ’二；記＝を変化させたNimonio80A系倫金の加1］二性 〃

4．楠造月ヨ鍋の漆接欠1焔とそれら欠1糊を禽む溶搬幸1咲矛の疲労及ぴ腐食疲労ん！1命の 材料可虫さ
予棚i」

5．熱処理里の拠なる2■Cr・王Mo鍋のクり一プ牛歩性 ク　ー」一ブ

一5



挙・

目本鉄

蔓本機械学会
畠本物理学会

溶　　接　挙　会

員本非破壌縫協会

奥空協会連含識滋会
目本塑橦カロコニ学会

冒本機械掌会国口地方講演会

粉体粉末冶金協会

鶴食防愈協会

低温］二学協会

目本化学会高圧誠論会
金磁学会研干究ク1ルー■
ヅ誰善晶葦立堺萄干究会’

目本機械学会

臼本材料学会蕎温
強度シンボジウム

嚢　　　題　　　目

1o．9～u
lo．11㌔14

lO．20，22

1O．27㌔28

lO．3ユ㌔l1．

11．1～4
11，7
11．8㌔王O

ユ1．9～11

H．9，1l

ll，lO㌔12

1ユ．13一王5

11．28㌔30

ユ2．6～7

1ユ．

工2．

王3．

14．

15．

I6．

17．

1．

2．

1．

2．

3．

4．

5．

6
1
2

スペシメンバンク材（SUS30珪）のクー」一プ破断特一1判1に及ぽす測隻と応力の

Cr－Mo－V鋼におけるクリープ搬侮とi1童三椴疲れ荻弄命

SUS321ステンレス鋼の微綱納．繊とクり一プ’破断俳質
SUS304鋼のクり一プ搬労複倫聯籔」一1二の椥断孝手命に及ほ’す応力1時効の影榊・

クリープ破断猛性値からのクり一ブ’搬労嚇命二汽則
，展二戸如・ip三力宅芋署睾月ヨ釜1胡のi奏≡抽．一i高［Eオ（r…’リ疫・努・き多呈｛云‘ま妻着麺加二及｛ま、訂言姓峻＝の！杉拙、

Ni－Cr・W鰯燃・熔の格二r定．数

SiO空をコーティングした王口cone1617の不純へ1」ウム雰蔓曙気叫・1での腐食拳鋤

M－Cr－W系含金の不純へ一jウム畔クり一プ破断特性
1納長力鋼の各手1瞳水1’1・】犠判11暢極山ドて一の疲れき裂｛云ぱj遠度及び■下隈界｛1由1

一姜五強j変岳岡の，麓食＝一，妄・労き菱呈｛云1圭｛こ及｛至す言姓j変の；責多琴誓

超流鋤液体へ1」ウムlllでの州長，1式験におけるセレーションと活破」二外

ステンレス垂鉤の低サイクル推労き裂伝ぱ挙働
NbOの｛匿二r・榊造

SnCo茗．5C山．ヨの低淑磁化皮1岐三

ろう横紬1＝乎の疲労強度に閑する一考察
各概金繍グ）7ラ｝シング瑛象について一一一一フラ・ノシュ漆接に1螂する研究一

1竃・’rビーム漆芋妾における溶コ鰍金燧の挙亜カく糀1轍〕一轟莚審目れヴ〕発‘k機ヰ蒜一一

、置一・r・ヒ’一ム溶芋妾における溶融1金」鶴σ）挙鋤（第2轍）一溶芋妾三姿多タの崇タ碧…一

対≡箔形式による漆接熱伝導シ三ユレータの1増発｛熱4轍）一妓本熱源エレメ
ントの逮択とその縦含せによる熱サイクル特役一一
然横謁堆：乎の疲れ強さに及ほ’す余盛．■1二端彩状の彬琴苧

．＿二　　　　　　　　　　1鮒銚含金NCF800Hの1コ洲氏サイクル疲ソ5尭命のひずみ波彩依桝持
　　　　　　　　　　クり一「擁労為倫とクり一フ破断艇閨侮jの娯］係

辛茱寸毎繭亘の桐1、さカ｛熾二爵波綴…壬毎｛惑j変に及｛至す墳多琴異…

ステンレスオーバーレイの榊閑1災方一1唯と趨二正芽波の伝ぱ

1身じ修復一1牢被渡漆の鋤蕃；三虞突容潮洲＝榔1・への蜘稻

1茜1液堺薗版応に及ぼす溶湯瞭て’の靖州…変j彦刎綱孕

i姜納長ツ］鋼二『工…一1j圭井オ’の腐食搬劣’における微小表菌iき裂の破媛

水1」貫瀦Ni－20％Cr　Super　fine菖の焼繍例三

粉米1台金法によって刊．…製した丁舳含金のマルテンサイト変態指、一度

盗化物・…一硫化物水漆液刺こおけるステンレス垂1珂のエロー一ジョンコロー一ジョン

1寓掃．一水による鋭量政化304ステンレス垂岡の応力腐食｛！寿11ゴ」しにおける駿化皮雛の役｛1lj

Sn－Ti倫金を』≡膏いた徴含力11二［Nb＝｛Sn趨電導繊材

V1（Hf・Zl・〕ラーベパ獺綱多芯級の紐竃蜘榊1鵬2報）
In茗itu　j舌■｛VヨG註趨1’匠導線材の級織と趨㌣匠樽特桝　（撚6鰍）

B齪の1l＝汕≡’」ドの趨｛云導

モーjブデンψでク）侵入」型不純物の紋界仙≡ヨ析

S45C，　SCM435垂1周の［亘111張幽1ず腐食一度れ可疲ユ裏暮装ヰ携

1受淡焼入垂1覇の弓1引～り及ぴ閉1け’挙鋤

JIS機械淋遺片ヨ鈍司剛軸1苛璽搬れ特」1‘ll

S45C，　SCM435垂闘ク）1蔓j梅三■榊げ’手茸食＝疲労特一1判…と速度勾」・衆

クり一プ疲労襖含荷1賑を受けたSUS3王6鍋のク1」一フ㌻産労棚！f條』掲とクlj一

プ破壊特梢1との1剣係

才一一ステナイトステンレス鋼の災1桝渕クー」一ブ破断伽変予湖≡1の狛1i度

担当研究都
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禽短　信禽

⑱海外出張

　内山　　郁　科学研究官

　第4回倶本・チェコスロバキア含間シンポジウ

ムに出席のため，昭和58年9月10ヨから昭和58年

9月19日までチェコスロバキアヘ出張した。

　岸本　直樹　原子炉材料研究部主任研究官

　核馳含炉第1壁材料の照射損傷の研究のため，

昭和58年9月1冊から昭和59年9月I4日まで米国

へ出張した。

　吉松　史朗　工業化概究部長

　王983年度AISE鉄鋼披術に関する鰯際会議に出

席のため、昭価8年9月17日からl1召和58年9月24

日まで米醐へ搬張した。

　貝沼　紀夫　原子炉材料砺究部主任研究官

　第3回核融合炉材料圃際会議に出席のため，昭

和58年9削8日から昭和58年9月25日まで米1韮1へ

出張した。
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